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The Manhattanville Music Curriculum Program の幼児・児童教育観  
―幼児・児童用カリキュラムである Interaction に着目して― 
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Abstract 
The Manhattanville Music Curriculum Program (MMCP) was one of the most influential projects in music 
education in the context of the curriculum reform movement in the 1960s in the United States. The most famous 
curriculum developed by the MMCP was Synthesis for grades 3 to 12; however, the MMCP also created the 
curriculum named Interaction for younger children. This study aimed to clarify the MMCP’s educational view 
of preschool-age and school-age children by examining the structure of Interaction. An analysis of the 
curriculum revealed the following three distinguishing characteristics: (1) the goal of Interaction was to offer the 
experience of the creative process itself; (2) by way of preparation for musical improvisation, the curriculum 
included stages of exploration that examined the character of sounds in a physical way; and (3) the class units 
were referred to as “encounters,” and the main activity in those encounters was improvisation in a non-Western 
musical fashion. The result was that the MMCP brought flexibility into its educational view by avoiding 
conventional sounds in the classroom. 
 
Ⅰ 問題の所在と研究の対象 
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一方で，MMCP の所産は，スパイラルカリキュラムを実装した Synthesis だけではない。スパイラルカ
リキュラムが小学校低学年の児童にはそぐわないと判断した MMCP は，Synthesis の対象をGrade 3 以上の
生徒とした上で，幼稚園から Grade 2 までの生徒を対象にした Interaction というカリキュラムを新たに構築
したのである。Interaction は，「創造の過程」を経験することそれ自体を目的化したものであり，概念の理
解はほとんど強調されていない。そのような性質が Synthesis ほどセンセーショナルでないためか，
Interaction に関する十分な先行研究は存在していない 1。Interaction について検討することで，MMCP の，
スパイラルカリキュラムという着眼点に留まらない音楽教育的洞察を抽出することが出来るとともに，
MMCP の幼児・児童教育観とでも言うべき視座を抽出することも可能になるだろう。 
本研究は，Interaction のカリキュラムの組織を明確化し，その構造的特質から MMCP の幼児・児童教育
観を明らかにすることを目的とする。まずは，必要な範囲で MMCP の活動史を概観し，カリキュラム作
成の背景や経緯を確認する。そして，その後に具体的なカリキュラム構造について検討したうえで，最終
的に，これまで着目されてことなかった MMCP の史的意義の新たな側面に言及する。 
 








その後，1963 年にリンドン・ベインズ・ジョンソン（Lyndon Baines Johnson）が大統領に就任し，その
政策スローガンであるGreat Society が提示されると，行政による教育支援はさらに加速する。貧困層や黒
人を対象とした社会福祉制度の整備とともに，教育内容の充実やその機会の均等化のために積極的に経済
支援を行ったのである。そしてその政策指針が結実したものが 1964 年に立法された Elementary and 
Secondary Education Act（以下 ESEA）である。ESEA は，Juilliard Repertory Project，Hawaii Music Curriculum 
Program， Yale Seminar 等，この時期の音楽教育改革に関する様々な共興に対して財源を提供することと
なったが，その中でも最高額の補助金の給付を受けて活動を開始したのが MMCP であった。MMCP は以
下の目的を掲げて 1966 年に活動を開始することとなる（Thomas, 1970, p.xi.）。 
  
1) greade-1 から grade-12 までの音楽教育を連続的に対象とした，柔軟かつ焦点化されたカリキュラムガ
イドとそれに関連する教材を作成すること。 
2) grade-1 から grade-12 の子どもたちの理解力という観点から，基礎的な音楽概念の有意義なシークエ
ンスを開発すること。 
3) Manhattanville College の Developmental Activity Program や A Study of New Concept, Procedure, and 








上述したとおり，MMCP の主たる目的は，grade-1 から grade-12 という長期的な視野を有するカリキュ
ラムの作成である。そして，そのカリキュラム作成の指針は，当時の教育改革の方向性を決定付けた，ブ
ルーナーの論に依拠している。 
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Ⅲ Early Childhood Music Curriculum - Interaction 
１．Interaction 作成の背景とカリキュラムの概要 
MMCP によるカリキュラム研究の主も重要な成果は，先述したとおり，概念理解を目的的に取り扱った
カリキュラムである Synthesis を構築したことである。しかし，MMCP は，Synthesis の草稿を教室で試行
する過程で，「この新しいスパイラルカリキュラムは，幼い子どもには適さない」という結論に達した





に政府から資金援助を受けていた The Central Atlantic Regional Educational Laboratory（以下，CAREL）との
協調体制のもとに作成した（Thomas, 1970, p.25）。MMCP という母体に加えて CARELにも経済基盤を置
きつつカリキュラム作成が行われたという事実を顧慮すると，Interaction は Synthesis の副産物というより
も，それ自体に独自性と独立性を有したオリジナルのカリキュラムであることが分かるだろう。1967 年以
来 MMCP と協調していた CAREL がその活動を終えると，カリキュラム作成は MMCP に全面的に委ねら
れることとなる。MMCP は，最終的に，このカリキュラムの対象を幼稚園から Grade 2 まで，すなわち，4
歳から 8 歳までの子どもとし，Interaction（相互作用）と銘打った（Pogonowski et al., 1970, p.vii）。 
 
２．カリキュラムの目的－「創造の過程」の実際 
先述したとおり，Interaction は，後に Synthesis で行われることになる概念学習を見据えた予備段階とし
てのカリキュラムである。そして，その目的は，即興演奏を通して生徒に「創造の過程（creative process）」





（Pogonowski et al., 1970, p.4）。従って，Interaction においては既存の楽曲を演奏する場面は原則的には存在
せず，その活動の中心は生徒のアイディアに基づく即興演奏となる。 
また，Interaction では，そのような「創造」行為の過程において，その音の性質や音楽の表現性を生徒
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た。次は，そのような経験を連続的かつ発展的に提供するための論理的基盤である，Developmental Phase of 
Music Exploration の構造について検討する。 
 










MMCP が考案したものがDevelopmental Phase of Musical Exploration（直訳すれば，「音楽探究の発達段階」
となる。以下，DPME）である。DPME は，即興演奏を単純なものからより音楽的なものへと漸次的に高
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の概要を説明しながら，Interaction の実際に迫る。 





































Ⅳ The Manhattanville Music Curriculum Program の幼児・児童教育観 





MMCP は，本稿の研究対象であった Interaction や，冒頭で言及した Synthesis の他にも，ミュージックコ
ンクレートを学習対象に設定した Science-Music Study，テープを用いて聴覚的に器楽の基礎教育を行おう
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とした Instrumental Study，電子キーボードを用いて演奏技術と概念理解を相補的に育成しようとした




（Mark, 1978, p.152），Mark はその原因の一つとして，MMCP が取り扱う即興演奏がほとんど音楽的に聞
こえないために，伝統的な演奏活動を期待する保護者や他の教師たちに対して音楽教育の意義を正当化で
























1 MMCP に関する先行研究として最も包括的なものは Moon (2004)であろう。ここではMMCP 発足の経
緯から後世に与えた影響までが徹底的な歴史研究として取り扱われているが，カリキュラム構造に関す
る言及は Synthesis についてのものが若干ある程度であり，Interaction については更なる検討の余地があ








4 その他にも大学の教員養成課程に関する研究である College Curriculum Studyも存在するが，これは大学
教育に対するレコメンデーションといった趣向のもので，カリキュラムとは言い難い。 
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